










































































した。第 9 章では、処理量 20m3 ·d-1のTRプロセスを下水処理場に設置し、実証試験を行っ
た結果を述べた。消化汚泥の脱水ろ液を対象とした連続処理試験では、対象廃水の全リン
濃度 250～300mg·L-1に対し、リン回収率は 90％以上で長期安定した処理を行うことができ、
TRプロセスの良好な処理性能を実証できた。第 6 章から第 9 章で述べた一連のTRプロセス
の研究により、TRプロセスの実用化に目処をつけた。 







m-2 ·d-1以下とすることが望ましいことを明らかにした。第 12 章は、処理量 6m3 ·d-1のCMプロ
セスを下水処理場に設置し、実証試験を行った結果を述べた。消化汚泥を対象とした連続
処理試験では、消化汚泥の全リンのうち 30％以上をMAPの形態で回収でき、CMプロセス
の良好な処理性能を実証できた。第 10 章から第 12 章で述べた一連のCMプロセスの研究
により、実用化に目処をつけた。 
 第 13 章は、前述したTRプロセスやCMプロセスを下水処理場に設置した場合の、処理場
全 体 のリン収 支 の変 化 についてシミュレーションを行 った結 果 を述 べた。流 入 下 水 量
21,000m3 ·d-1、流入全リン濃度 6.0mg·L-1の嫌気好気法を採用している下水処理場をモデ
ルとしてリン収支の変化をシミュレーションしたところ、TRプロセスやCMプロセスを設置した
場合、放流水の全リン濃度を 29％低減することが可能となった。また、消化槽内のMAP生
成量も同様に 29％低減することができ、スケール低減の可能性を示した。このときのMAP回
収量は 222～315kg·d-1となり、リン除去とリン資源回収の両面を満足できるプロセスであるこ
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とを明らかにした。 
 嫌気性消化槽があり、嫌気好気法を採用している下水処理では、水処理系と汚泥処理系
でリンが循環し、放流水のリン濃度を悪化させるばかりか、消化槽内で MAP が生成しスケー
ルトラブルの原因となっている。リンは通常の下水処理の運転範囲内では揮散させることが
できないので、化学的に固定する必要があるにも関わらず、現状はその根本的な対策を行
っている処理場は少ない。本論文で述べた MAP 法は、リンの除去のみならず資源回収型
技術という点で優れた方法であり、物質循環型社会に適合する技術である。本論文で得ら
れた知見は、下水中のリンを除去と同時に回収できる新規なシステムを提案するとともに、
広く、物質循環型排水処理への開発ならびに、晶析工学の環境分野への新展開に貢献す
るものと考える。 
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